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本部役員経験者お仕事アンケート特集 Vol 1-② 

日頃より、PTA活動にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

秋に開催予定の PTA 役員・監査（＝本部役員）候補者を選出するにあたり、本校のお仕事内容についてアン

ケートを実施いたしました。本部役員経験者がご回答くださいましたので、ご紹介させていただきます。 

「どのくらい忙しいの？」「仕事との両立は？」など役員のリアルについて、実際の体験談をご一読いただき、

ぜひ来年度の役員・監査の選考に関心を持っていただければ幸いです。 

 

 

 

 

①本部役員・監査に取り組んでよかったなと思うことを教えてください。 

→コロナ禍で入学後から保護者の知り合いもほとんどいなかったのですが、役員には同じ学年の方も多くい

らっしゃったので、結果的に子供の友達の保護者の方々とも交流するきっかけになりました。 

また、役員は中高や学年を超えて一緒にお仕事をしたり、学外の方との交流もあり、役員をやらなければお

話しする機会もなかった方々と知り合える機会となりました。 

学校との協議や会議の運営、仕事の進め方など他の方に学ぶ事も多く、学校や PTAへの理解が深まり、よい

経験になりました。 

 

②１年間で忙しい時期はいつでしたか？その時はどれくらいの時間を使いましたか？ 

→担当案件の準備期間（オリエンテーションや総会の前など）は比較的忙しかったように思います。 

メールや LINE や電話などで打ち合わせや確認、調整を行ったり、資料作成などしていました。 

問い合わせや依頼もメールで受けるため、メールは 1日何回か確認して対応していました。 

仕事をしているので、出来るだけ前もって準備するようにしていました。 

あらかじめ、一年間の役員会、運営委員会、総会の時期や日程は決まっていますので、資料作成や確認作業

は前もって少しずつ準備をすることで、一回の作業は 30分〜２時間ほどで数日に分けて作業できたように

思います。 

電話やオンラインでの打ち合わせはお互い事前に都合のよい時間を決めて、簡単な内容であれば 30分くら

いでしたが、稀に長い時ですと２時間以上かかる事もあったと思います。 

 

 

 

 

副会長 



③時間のやりくりで困ったことはありますか？それはどんなことでしたか？それは解決しましたか？ 

→急な対応が発生して慌てて作業したこともありましたが、基本的には、役員会や運営委員会も含め、かな

り前もって日程を決めていたと思います。連絡や依頼を受ける際に期限を伝えたり確認する様に努めまし

た。 

仕事などで時間の都合が難しい場合は事情をご説明したうえで折衷案というか代替案を出してご理解いただ

いたりしていたと思います。 

 

④これは大変だったな、翌年度以降で改善してほしいなということがあれば教えてください。  

→コロナ禍 2年目で、最初にお顔合わせをする機会がない状況でメールや LINE でお仕事をスタートしまし

た。お会いしてお話ししたことがない状況で、メールの文面のみからでは、相手の方の意図やニュアンスが

わからない事もあり（直接きいて良いものか考えてしまったり、メールの返信の文面でうまく意図を伝えら

れるのか悩んだり）難しさを感じることもありました。 

実際、活動の後半になってから会議でお目にかかったり、お話しすることで意思疎通も理解が深まり、仕事

も進めやすくなったと思います。 

オンラインの活用は便利で有益であると思いますが、対面のコミュニケーションも特に活動の最初は大切か

と思いました。 

 

⑤自分以外の本部役員・監査で、この取り組みはいいな、と思った人のことを教えてください。 

→会長さんが、本部役員活動の始めに「ご自身の健康や家族を大切にして活動してください。PTA活動で体

調崩したりすることがないように」という趣旨のお話をしてくださいました。一年間、役員元気に任期全う

できたのはよかったことだと思っています。 

他の担当の方と連絡する機会が多かったのですが、LINEなどのやりとりの中にも常に前向きで、協力的で相

手に気遣いのあるメッセージを書いてくださったり、依頼にも快く対応してくださいました。忙しいときで

も心強く前向きにお仕事することができ有難いと思いました。 

 

⑥本部役員・監査を経験した立場から PTA 会員のみなさんへの要望があれば教えてください。 

→要望、というものではないですが、ぜひ PTAからの会報誌やメール、ホームページなど、読んで活動につ

いて知っていただけると嬉しく思います。私自身は、今回本部役員を経験することで、記念品や会報誌が配

られるなど、以前は特に何も考えてなかったのですが、「こういうことは裏で企画したり、お仕事をやって

くれていた方がいるから成り立っているんだなぁ。当たり前ではないなぁ」と改めて気づき、過去（小学校

時代など）の PTAの役員の方々に遅ればせながら、感謝の念を抱きました。 

今年は役員任期も終わりましたが、学級委員さんに対しては、クラスでできることは協力したいなと思って

います。 

 

⑦2022 本部役員・監査、それ以降の本部役員・監査が気持ちよく活動するために経験者からの応援メッセー

ジをお願いします。 

→役員をお引き受けくださりありがとうございます。PTAは大変な割には地味だったり、表にはみえないこ

とだったりというお仕事が多いですが、子どもたちにとって大切な活動だと自分が役員をやってみて改めて

実感しています。役員のお仕事の中で、大変だなだと感じることや、会員の反応がなかなか分からないこと

もあるかもしれませんが、役員の皆様の存在とお力で PTAの活動が継続できていることを、一会員として心

より感謝しています。 

 



⑧本部役員・監査をもう一度やりたいですか？ 

  1: またやりたい   2: またやってもいい   3: できればやりたくない   4: やりたくない 

→このご質問は、選択肢が難しいです。回答に悩みましたが、 2: またやってもいいで回答します。 

沢山の方にご協力いただいたり、助けていただき、貴重な経験でした。「やりたくない」とはとても思わな

いですが、もう一回やる、となると会社の仕事やプライベートの調整など現実的には難しいなと躊躇うこと

もあります。 


